
 

 

 

 

 

 

関係各所の皆様 

 

 日頃より、大変お世話になっております。そして、大変ご無沙汰しております。ドバイ

日本人学校派遣中（帯広市立大空学園義務教育学校所属）の重堂です。早いもので、長期

派遣も２年目が終わりを迎えようとしております。 

 本校では、去る３月１４日（木）に卒業式・修了式が実施され、現在は春季休業期間中

となります。こちらでの業務（研修）は、今年度が２年目ということもあり、年間の見通

しが立っていた分、昨年度よりも納得のいく結果を出せたことが多かったと感じておりま

す。また、私生活においても、そこまで不自由さを感じることもなく、色々なことを受け

入れることができるようになってきた一年間でした。喜ばしいこともあれば、残念なこと

もたくさんありましたが、振り返れば、全てが血肉となる、ここでしか学べない貴重な経

験を今年度もさせていただいたと思う次第です。そして、国内でも海外でも、「学校は、ど

こに行っても変わらず学校」で、「子供は、どこに行っても変わらず子供」で、その上でこ

こでしか経験できない「やりがい」「楽しさ」「困難さ」など、私生活上も含め、国内以上

にそれらをリアルに実感できるのが、この長期派遣の醍醐味だと感じております。 

 次年度が派遣最終年度の予定ですので、最後の一年間はアンテナを高く張り、「まとめ」

の意識だけでなく、引き続き「チャレンジ」の一年となるよう、後悔のないよう挑む所存

です。 

 

 ここからは、今年度の業務（研修）で、特に印象に残ったものを２つ紹介させていただ

こうと思います。 

 １つ目は、校内研究です。「主体性を引き出し、協働的に追究し続ける児童生徒の育成 

～自分で「決める」自分たちで「考える」学びを通して～」という研究主題・副主題の基

に、研究を進めて参りました。今年度の取り組みで、いつでも他学級の授業を参観できる

ようにしたり、リフレクションの方法が新鮮なものであったりと、とても前向きな気持ち

で取り組めました。その根底には、「極力負担感を感じさせず、いかに日常に組み込むか」

というメソッドがあったことが大きかったです。働き方改革が叫ばれている昨今において、

欠かせない要素であると感じました。また、派遣前からのコロナ禍もあり、私自身手探り

であった「令和の授業スタイル」のようなものを、今年度は体現できたことも、大きな収

穫でした。 

 （研究主任に許可をいただいて）、以下に今年度の「校内だより」を紹介いたします。年

間を通して本校がどのような研究に取り組んできたかが把握できると思うので、ぜひお目

通しいただけたら幸いです。 

ドバイ日本人学校 重堂真也 

202４.３.１８ No.３ 

 



※別途資料として、研究収録を添付いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○こちらは、振り返りで使用した Padlet 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○こちらは、ミニ研修で扱った Canva 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○こちらは、今年度から本格導入したロイロノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○こちらは、ミニ研修で扱った Kahoot! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○以下、重堂の研究授業資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２つ目は、今年度から「生徒指導委員会」を新しい分掌業務として立ち上げたことです。

現在、本校では年々駐在員の家庭だけでなく、それ以外の仕事をされている家庭の子供達

の編入学が大変増加しております。様々な家庭環境の子供達が集まることにより、生徒指

導事案も日本で同様に起こりうるようなもの、ここでしか扱わないようなもの、様々なも

のがありました。それに対して、個々ではなく学校として対応する必要性が出てきたこと

もあり、生徒指導委員会を立ち上げ、私は生徒指導主任の命を受け、今年度奮闘しました。

職員においても、小中の校種の違いだけでなく、全国各地から集まっていることもあり、

一つ一つ合意形成を図りながら進めていく難しさと同時に、やりがいも感じました。 

 生徒指導は、校内研究（教科の指導）と同様、学校経営上の主軸かつ両輪の分掌業務で

あると考えます。次年度も引き続き主任を任せていただく予定ですので、生徒指導の実践

上の４つの視点「自己存在感の感受」「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提供」

「安全・安心な風土の醸成」を念頭に、本校の生徒指導をさらに一歩進めていく所存です。 

 

◎今年度実施した、新しい取り組み例 

① 「生活目標」・・・学年ごとに具体目標の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 「生活のきまり（一部抜粋）」・・・安心・安全のために、「見守る（付く）」対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③「児童生徒登校出迎え」・・・児童生徒理解の一助に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


